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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，介護予防に向けて，心理的因子や社会経済的因子の

影響を明らかにする社会疫学の重要性を検討することである． 

①理論研究では，多くの文献をもとに社会疫学の重要性を検討した．②大規模調査（回収数
39,765，回収率 60.8％）を実施した．③横断分析では，健診や医療受診，うつなどと，社会経
済的因子の関連が見られること，④コホート（追跡）研究では，社会経済的因子が，認知症発
症や要介護認定，死亡の予測因子であることを明らかにした． 
本研究により，社会疫学研究が，介護予防においても重要であることを明らかにした． 
 
 

研究成果の概要（英文）：The purpose of the present study is to examine the significance 
of social epidemiology that investigate the influence of psychological and socio-economic 
factors toward care prevention in long term care.①We reviewed and examined the theory 
and potentials of social epidemiology. ②We conducted a large-scale survey (n = 39,765, 
response rate 60.8%). ③ In cross-sectional analyses, the relationship between 
socio-economic factors and prevalence of having health examination, visiting physicians, 
and depression were observed. ④In cohort (longitudinal) studies, socio-economic factors 
were predictive factors of dementia, having certification for long-term care insurance, 
and the mortality. It has been revealed by the present study that social epidemiology 
is important even for care preventive in long term care. 
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１．研究開始当初の背景 
 
2002～2004年度の科研費では，社会経済的

な格差による「健康の不平等」あるいは「健
康格差」が日本にも見られること，生活習慣
だけでなく心理的・社会的因子も不健康の危
険因子である可能性をある一時点の横断分
析で明らかにして報告してきた．しかし，縦
断調査による研究はほとんどなかった． 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，同調査の対象者を追跡するコ

ホート研究と，同じ対象者を含む大規模調査
を行うことで，2 時点のデータを含むパネル
調査へと発展させるものである．それらによ
って要介護リスクと，「要介護リスクのリス
ク」あるいは“cause of cause”を解明する
社会疫学的な研究によって，高齢者の介護予
防に向けて，心理的因子や社会経済的因子の
重要性を明らかにすることである． 
 
３．研究の方法 
 
①理論研究および②大規模調査を実施し，

そのデータを用いて③横断的分析および④
コホート研究，⑤パネル調査（2003/04 年調
査と同じ対象者の 2006/07年調査データを結
合し）分析を行った． 
①理論研究では，心理的や社会経済的因子

が健康に影響しているという社会疫学の理
論仮説が介護予防においても重要であるこ
とを多くの文献をもとに検討した．また，社
会疫学的な理論と知見を踏まえた介護予防
の新しい戦略の必要性を検討した． 
②大規模調査を，2006 年度から 2007 年度

にかけて 9 自治体の 65 歳以上で要介護認定
を受けていない高齢者 65,398 人を対象に実
施した． 
③横断分析では，2003年実施済み調査の横

断分析の結果を近藤克則編「検証『健康格差
社会』－介護予防に向けた社会疫学的大規模
調査」医学書院，2007年）にまとめた他，論
文として発表した．2006/07 年度調査につい
ても，健診や医療受診，うつなどと，社会経
済的因子の関連を分析した． 
④コホート研究では，A 町の 1999年度調査

コホート（ｎ=2,725）や 2003 年コホート（ｎ
＝12,031）のデータを用いて，認知症発症や
要介護認定，死亡をエンドポイントとし，社
会経済的因子が，それらの予測因子であるか
否かを検討した． 
 
⑤パネル調査データ（ｎ＝7,863）を用い

た分析では，例えば「主観的健康感が良くな
い」など要介護リスクであることが確認でき
た「要介護リスクのリスク」あるいは“cause 

of cause”を検討した． 
 
４．研究成果 
 
①理論研究 
社会疫学の概要と健康格差の実態，それら

を踏まえた対策について，新書「『健康格差
社会』を生き抜く」（朝日新聞出版社，2010,
図 2）にまとめた．社会政策的な対応の必要
性とヨーロッパでの動向などについては，連
載にまとめた．それらの中では「健康な社会」
や「ポピュレーション・ストラテジーに基づ
く介護予防政策」の開発の重要性を明らかに
した． 
 
②大規模調査 
自治体（介護保険者）と共同し大規模調査

を実施した．対象は 9 自治体 65,398 人，回
収数 39,765，回収率 60.8％であった． 
 
③横断分析 
横断分析は，健康指標と個人レベルの社会

経済的因子と地域レベルの因子の分析とに
分けることができる． 
＜個人レベルの社会経済的因子＞ 
個人レベルの社会経済的因子と健康指標

との関連については，2003年実施済み調査の
横断分析の結果を書籍として出版した． 
2006/07 年度調査についても，健診（平松, 
2009）や医療受診（Murata, 2010），うつ
（Murata, 2008）などと，社会経済的因子の
関連が見られることを明らかにした． 
＜地域レベルの社会経済的因子＞ 
ソーシャル・キャピタルや相対所得仮説を

はじめとする地域レベルの社会経済的因子
と健康との関連についての分析については，
マルチレベル分析を用いた 2 本の論文が
Social Science & Medicine に掲載された． 

Ichida 論文では，Gini 係数の大きい（貧
富の差が大きい）旧村ほど，ソーシャル・キ
ャピタル（一般的信頼感）が乏しい傾向があ
ること，そのような旧村ほど，主観的健康感
が良くない者が多いことを実証した．Aida論
文では，ソーシャル・キャピタルの指標の一
つである地域組織への参加にも，垂直型組織
への参加と水平型組織への参加があり，残歯
数で見た健康指標に保護的な有意な関連が
見られるのは，水平型組織への参加であるこ
とを検証した． 
地域の人口密度（平井, 2008）や施設との

距離（平井, 2008），歯科診療所との距離
（Hanibuchi, in press）などの地域環境要
因も健康と関連していることを明らかにし
た． 
 

④コホート研究 
認知症発症や要介護認定，死亡をエンドポ



 

 

イントとし，社会経済的因子が，それらの予
測因子であることを明らかにした． 
2000年に A町で行った一般高齢者調査をベ

ースラインデータとするコホート（2,340人）
を対象に，認知症の発症（予防）をエンドポ
イントとした縦断分析を行い発表した．その
結果，歩行や健診受診などより，心理・社会
的因子の方が，認知症発症（予防）のオッズ
比が大きいことが判明した（竹田, 2007）．
2003 年調査データをベースラインデータと
して，より多数例で，同様な所見が得られる
ことを追試し発表した（竹田, 2009）． 

要介護認定については，平井（2009）論文
で検討した他，Kondo（2009）において，相
対的な所得（例えば，同年齢，同学歴の者の
中で比較した所得）水準が低い者ほど，要介
護認定を受けやすいことを明らかにした． 
死亡については，男性において，低所得層

で高所得層に比べ死亡率が 3倍に上ることが
判明した． 
 

⑤パネル調査 
パネルデータを用いた分析では，「主観的

健康感が良くない」などの要介護リスクをエ
ンドポイントに，そのリスクを分析した結果
を学会発表した．例えば，主観的健康感が「良
くない」と 2003年調査で回答した者のうち，
4 割もの者が，2006/07年調査で，「よい」と
回答するなど，高齢期においても変動するこ
とが珍しくないことが判明した． 
 
本研究の成果・意義 
本研究の成果・意義として，特筆すべきもの
として以下のような点があげられる． 
第 1に，大規模な横断調査とコホート研究

によって，心理的因子や社会経済的因子が，
生活習慣など以上に大きな影響を持つ要介
護リスクであることを明らかにしたこと． 
第 2に，個人の所得データを用いエンドポ

イントを死亡としたコホート研究によって，
高齢男性に 3 倍もの健康格差があることを，
日本で初めて実証したこと． 
第 3に，相対所得仮説が要介護状態の発生

機序の一端であることを実証したこと． 
第 4に，マルチレベル分析を用いて小地域

におけるソーシャル・キャピタルと健康との
関連，ソーシャル・キャピタルと相対所得と
の関連を実証したこと． 
第 5 に，地域レベルの社会経済的環境が，

個人の健康に影響しうることを実証したこ
と． 
第 6に，本研究費補助金による成果とそれ

をもとにした研究構想が私立大学研究基盤
形成支援事業（文部科学省）に採択され，社
会疫学研究の拠点として日本福祉大学に健
康社会研究センターが 2009 年に開設された
など，社会疫学に関心を寄せる研究者が集

い・交流し・成長する場を形成できたこと，
などが指摘できる． 
第 7に，別の研究資金も得て取り組んだ関

連プロジェクトである武豊町プロジェクト
の成果・意義である．これは社会疫学やソー
シャル・キャピタルの理論を介護予防に応用
する地域介入研究である．このプログラムの
評価（平井, 2009; 竹田, 2009）において用
いた介入前の地域調査は，本科学研究費補助
金を用いて実施した 2007 年調査データであ
った．その意味で，介護予防に直結する武豊
プロジェクトの研究成果とその意義も，本科
学研究費補助金による成果の一部と言える． 
以上のように，本研究は，多面的なアプロ

ーチにより，社会疫学的な視点が介護予防を
始め，多くの健康関連領域や社会政策におい
ても重要であることを明らかにした． 
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